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平
成
幻
年
度
は
、
第
3
期
地

域
福
祉
実
践
計
画
の
初
年
度
と

し
て
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の
協

働
に
よ
り
、
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
え
べ
っ
の
設
置
や
市
民
後

見
人
養
成
講
座
の
開
催
な
ど
の

新
規
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
身
近
な
地
域
で
の
生
活
支
援

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
な

ど
様
々
な
事
業
活
動
を
積
極
的

に
展
開
し
ま
し
た
。

以
下
、
主
な
事
業
の
実
績
を

報
告
し
ま
す
。

※
同
凶
の
(

)
は
前
年
度
と
の
比
較

基
本
計
画
①

地
織
福
祉
に
関
す
る
課
題

把
握
、
情
報
提
供
や
相
談

支
媛
体
制
の
整
備

人ば

社
協
だ
よ
り
「
幸
せ
な
社
会
」

の
発
行
/
年
4
回
発
行
。

会
悶
副
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

事
業
/
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
え
べ
つ
を
開
設
し
、
生
活
圏

窮
者
の
相
談
窓
口
と
し
て
関
係

機
関
な
ど
と
連
携
し
、
必
要
な

制
度
を
活
用
し
な
が
ら
相
談
者

の
自
立
に
向
け
た
支
援
を
実

.

施
。

圃
凶
新
規
相
談
3
2
0件
、
支
援
数
1
.

8
7
8回
、
支
雪
J

ラ
ン
作
成
お
件

A
M

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

/
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
や
日

常
生
活
費
の
管
理
を
支
援
。

閣
凶
契
約
内
件
(
4件
増
)内
、
新
規

契
約
6
件

ゐ
H

図
凶
市
民
後
見
人
養
成
講
座

【事
前
説
明
会
】

同
凶
平
成
幻
年
間
月
目
日
(
日
)
、

参
加
者
斜
人

【養
成
講
座
】

同

凶

平

成

幻

年

刊

月

同

日

…ω
i

ロ
月
6
日
刷
、
受
講
者
犯
人
、
市
民

後
見
人
候
補
者
登
録
者
幻
人

食
貸
付
金
を
活
用
し
た
相
談
支

援
/
生
活
困
窮
・
障
が
い
者
世

帯
に
対
し
、
使
途
目
的
に
応
じ

た
資
金
の
貸
付
(
生
活
福
祉
資

金
・
特
別
生
活
資
金
・
福
祉
金

庫
)
を
実
施
。

同
凶
貸
付
1
0
9件
(
7件
増
)

人ぱ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
悩
み
ご

と
相
談
/
相
談
活
動
を
主
と
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
3
団
体
に
よ
る

悩
み
ご
と
相
談
・認
知
症
の
介
護

圏雲
相を
談 実
81施
件

件
増

霊雪 Z
のン i自

号7②

6語
で

語
る

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
相
談
・

登
録
、
活
動
先
を
紹
介

同
凶
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
個
人
1
5
7

人
(
6
人
増
)
・
団
体
的
団
体
(
3
団
体

増
)
、
施
設
・
団
体
へ
の
支
援
・
相
談
活

動
・
傾
聴
活
動
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派

遣
延
7
，
6
7
0人
(4
4
6人
増
)

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
・
確
保

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
研
修
会
】

町

凶

平

成

お

年
1
月
幻
日
側
、
参

加
者
包
人
、
階
『
江
別
市
オ
リ
ジ
ナ
ル

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
「
E
リ
ズ
ム
」
基
本
の
習

得』【第
竹
期
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修
】

同

凶

平

成

幻

年

日
月

2
日
∞
ー

ロ
日
間
の
5
日
間
、
受
講
者
同
人

【
フ
レ
ン
チ
ィ
ア
(
社
交
ダ
ン
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
)
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
】

開
凶
平
成
幻
年
8
月
辺

日…
ω
1
9

月
間
日

ωの
9
日
間
、
受
講
者
同
人

基
本
計
画
③

市
民
参
加
で
進
め
る
地
織

で
の
生
活
支
援
や
交
流
活

動
の
促
進

A
M

愛
の
ふ
れ
あ
い
活
動
/
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
へ
安

否
確
認
な
ど
の
助
け
合
い
活
動

に
取
り
組
む
自
治
会
を
支
援
。

同
凶
実
施
引
自
治
会
(
3自
治
会
増
)

台
地
域
交
流
の
集
い
活
動
/
地

域
の
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
閉
じ

こ
も
り
を
予
防
し
、
身
近
な
住

民
に
よ
る
交
流
を
促
進
す
る
た

め
の
活
動
に
取
り
組
む
自
治
会

を
支
援
。

同

凶

実

施

mm
自
治
会

(
2
自
治
会

増
)、

実
施
事
業
3
6
3
回
(
げ
回
増
)

食
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

/
軽
ス
ポ
ー
ツ
と
レ
ク
で
交
流
。

同
凶
来
場
者
約
1
0
0人

A
H

ふ
れ
あ
い
福
祉
の
広
場
/
ふ

れ
あ
い
バ
ザ
ー
、
よ
さ
こ
い
ソ
|

ラ
ン
、
社
会
福
祉
功
労
者
顕
彰
、

共
同
募
金
ゲ
ツ
ズ
を
活
用
し
た

募
金
活
動
。

同
凶
来
場
者
約
5
，
O
O
O
人

合
社
会
貢
献
活
動
へ
の
支
援
/

企
業
、
自
治
会
、
団
体
な
ど
が

行
う
地
域
行
事
へ
の
協
力
要
請

に
応
じ
、
各
種
調
整
や
活
動
備

品
(
テ
ン
ト
・
机
・
椅
子
・
炊
き
出

し
釜
)
の
貸
出
な
ど
の
協
力
。

同

凶

活
動
備
品
を
延
1
1
9の
自
治

会
・
施
設
・
団
体
へ
貸
出

-・.ffi自国伝証書靖国崎臨・峯ユ量圃

e ‘ 地主曜に密着した保険尊門広、話ダ

保積サービス・ジャパンエージヱンシー

E霊童霊璽霊璽盟理冨

[営業時間]平日9・00-18:00
定休日 土曜日 ・日昭日 ・祝日

商号:有限章社イー工ス

〒侃9-叩24湖欄間19耐の1置 0120・，74・0433

由主巾団信主 R白 JR野幌駅前
医)英生会室ア明宛 J商 U月 TEL382-3483
野幌病院医療相談室 TEL 38ト2643
介緩老人保健施設 老健のつlまろ TEL 381-1133 
老健のつ ぼ ろ 通 所 リハビリテーション TEL 381-1177 

指定居宅介護支療事業所 のつlまろ TEL 38ト8858
訪問看護ステーションのつぼろ 看護科 TEL 38ト7877

訪問リハビリテーション科 TEL 381-1193 
笑生会グループホーム ゆめみの TEL 391-3119 

小規機多機能ホーム ゆめみの TEL 391-3229 
j工男1)第二池波包括支鑓センター(江耳1)市委託事業) TEL 389-5420 

@ 

置重量社協では、各種貸付事業を行っています。貸付条件など詳細はお問合せください。【特別生活資金】燃料費

など冬の生活費、限度額5万円、連帯保証人必要 【教育支援資金】高校入学などの入学金や授業料、民生委員によ

る調査有、他制度利用を優先 【福祉金庫】一時的な生活困窮時の生活費、限度額4万円、連帯保証人必要



福体華
祉験書
官蛍画

議習④

露研
成讐

1<'" 
よ
る

合
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
/
高
校
生

を
対
象
に
夏
休
み
期
間
に
実

施
。

同
凶
参
加
者
高
校
生
5
人
(
什
人
減
)

合
ハ
ー
フ
デ
イ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク

ー
ル
/
小
中
高
生
を
対
象
に
半

日
間
の
体
験
学
習
を
実
施
。

同
凶
平
成
幻
年
ロ
月
5
B
ω
、
参

加
者
小
中
高
生

M
人
(7
人
増
)

A
M

地
域
活
動
者
研
修
会
/
自

治
会
役
員
な
ど
が
地
域
活
動
に

活
か
せ
る
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を

体
験
・
習
得
。

岡
凶
平
成
お
年
3
月
げ
日
…
問
、
参

加
者
引
人
、
階
『
す
ぐ
に
使
え
る
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
』
・
『
江
別
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
「
E
リ
ズ
ム
」
』

会
い
き
い
き
シ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
/

高
齢
者
が
地
域
で
安
心
・
安
全

な
生
活
を
お
く
る
た
め
に
学

習
。

開
凶
参
加
者
加
入
、
幡
『
成
年
後
見

制
度
に
つ
い
て

i
自
分
の
た
め
に
・み
ん

な
の
安
心
』

会
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に

協

力
/
体
験
用
具
の
貸
出
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
。

基
本
計
画
⑤

自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

A
H

福
祉
除
雪
サ
ー
ビ
ス
/
高
齢

者
世
帯
な
ど
へ
公
道
除
雪
後
に

残
る
置
き
雪
を
専
用
車
で
除

雪
。

同

凶

実

施

7
8
2
世
帯
(幻

世
帯
増
)

食
除
雪
派
遣
サ
ー
ビ
ス
/
高
齢

者
世
帯
な
ど
の
生
活
路
を
作
業

員
が
除
雪
。

同
凶
実
施
1
7
1世
帯
(
問
世
帯
増
)

食
え
べ
っ
雪
の
処
理
情
報
誌
の
発

行
/
市
内
の
除
雪
・
排
雪
な
ど

を
行
う
事
業
所
を
冊
子
に
ま
と

め
、
雪
処
理
情
報
を
提
供
。

A
M

給
食
サ
ー
ビ
ス
/
食
事
の
支

度
が
困
難
な
高
齢
者
世
帯
な
ど

へ
夕
食
を
宅
配
。
配
送
時
に
安

否
を
確
認
。

同
凶
利
用
2
7
0世
帯
(間

世
帯
滅
)

食
障
が
い
児
者
移
動
支
援
事
業

/
身
体
・知
的
障
が
い
児
者
の
外

出
・
余
暇
活
動
な
ど
の
介
助
の
た

め
に
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
。

同

凶

利

用

延

9
6
2
件

(1
1
3
件

増
)

台
北
光
保
育
園
・
野
幌
季
節
保

育
所
の
運
営
/
農
村
地
域
の
児

童
の
健
全
育
成
と
子
育
て
支
援

の
一
環
と
し
て

2
保
育
所
を
運

営
。
北
光
保
育
園
で
は
冬
期
間
平

日
保
育
時
間
の
延
長
を
開
始
。

同
凶
児
童
日
人

(3
人
増
)

人
以
地
域
福
祉
実
践
計
画
の
進
行

管
理
/
合
同
部
会
で
計
画
の
進

捗
状
況
を
管
理
・
評
価
。

食
役
員
・
評
議
員
研
修
/
役
員・

評
議
員
が
社
協
事
業
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
。

同

凶

平

成

幻
年

ω月
7
日
制

8

白山
川
、
参
加
者
切

入
、
崎
『
江
別
市
社

協
に
お
け
る
相
談
支
援
事
業
の
実
際
と

体
制
に
つ
い
て
』

基
本
計
画
⑥

地
織
に
信
頼
さ
れ
る
社
協

運
営
の
た
め
の
組
織
づ
く
り

(単位:円)平成27年度サービス区分別資金収支計算書

お墓新規建立・リフォーム・移転
見えづらい文字のペンキ鎗り鎗え・花立ての受像.I!!j地修理・
追加文字彫刻・お基のお鍋除 *省菖聞こと怒らどん怠ことでもお気.にご繍観下書ぃ.

会『安心石紺庖の会』加盟盛・ 15年の安心施工録医
江別市電菖地工事実.1700，5..石ローン取掻

TEL (011) 3 8 3 -1 2 3 2 

| (有) 上光石材工業 I |監|
本社・恩示禍江別市牧場町1・21 工場江別市ヱ.町21-33

掲載事業所募重闘 争封窃では、雪の処理(除排雪、屋棋の雪下ろしなど)を実施している事業所情報を掲載した「えべっ雪の処

理情報誌」を発行し、市民に情報提供しています。掲載内容は、事業所名、連絡先、業務内容~費用、請負条件など。10月発

行予定の2016-17年版への掲載を希望される事業所は、社協 (838 5 -1 2 3 4)までこ告櫛くださし、。@ 



市民活動-育む繋ぐ
活力ある地域社会の実現には、たくさんの担い手がさまざまな場面で協働し、市民が

「まちづくりJに参加することが期待されています。

わたしたちのまちでは多くの市民活動団体が、ボランティア活動や社会貢献といった

多様なアプローチで地域貢献に取り組んでいます。今号の特集では、長年にわたりこうした

活動に取り組み、今年活動の節目を迎えた3団体を紹介します。

健 60 
康 周年
で
安

tP江
安 別
全 更
明な 生
る 保

経護
会 女
つ 性
く .0. 
り z
を
目
指
す

江
別
更
生
保
護
女
性
会
は
、

昭
和
的
年
5
月
、
当
時
の
保
護

司
会
長
の
熱
心
な
要
請
を
受
け
、

僅
か

叩
人
の
会
員
で
発
足
し
ま

し
た
。

当
時
は
高
度
成
長
下
、
豊
さ

故
に
心
の
飢
餓
、
寂
し
さ
の
た
め

に
行
き
場
を
失
い
非
行
に
陥
る

子
ど
も
達
が
非
常
に
多
く
、
更

生
保
護
精
神
の
「
ほ
っ
と
け
な
い
」

気
持
ち
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
更
生
保
護
の
心
は
母

心
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
犯
罪
に

陥
っ
た
人
に
温
か
い
援
助
の
手
を

差
し
伸
べ
、
立
ち
直
り
を
支
え
る

こ
と
が
再
犯
を
抑
制
す
る
環
境

づ
く
り
に
繋
が
り
ま
す
。

現
在
会
員
白
人
は
、
次
の
よ

う
な
活
動
を
通
し
て
、
地
域
住

民
に
犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会

づ
く
り
を
呼
び
掛
け
る
と
と
も

に
、
立
ち
直
り
に
協
力
し
て
も
ら

え
る
よ
う
働
き
掛
け
を
し
て
い

ま
す
。

-
内
閣
総
理
大
臣
の
社
明
メ
ツ
セ

ー
ジ
を
受
け
啓
発

・
中
学
生
徒
の
非
行
防
止
標
語
を

立
て
看
板
・割
り
箸
に
掲
載

-
刑
務
所
、
少
年
院
の
誕
生
会
、
運

動
会
参
観
、
更
生
施
設
の
夕
食

支
援

-
釈
前
教
育
(
出
所
を
控
え
た
人
に

生
活
助
言
)

・
印
周
年
記
念
行
事

・
大
麻
中
学
校
・
第
二
中
学
校
に

よ
る
吹
奏
楽

・バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
大
平
ま
ゆ
み
氏

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
コ
ン
サ
ー
ト

先
輩
諸
氏
の
築
か
れ
た
更
生

保
護
に
対
す
る
熱
い
思
い
と
使

命
感
を
脈
々
と
繋
ぎ
、
早
や
印

年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。今

後
も
地
域
と
の
協
働
連
携

を
大
切
に
し
て
「
健
康
で
安
心
・

安
全
な
明
る
い
社
会
づ
く
り
」
を

目
標
に
様
々
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
会
長
田
原
久
美
子
)

。
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理

手喜 美つ
学び 手

信

手話 @ 

学で 会

;3'¥ 

え
べ
っ
手
話
の
会
は
1
9
7
6

年
に
手
話
の
習
得
と
、
聴
覚
障

が
い
者
問
題
を
共
に
考
え
る
こ
と

を
目
的
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
は
聴
覚
障
が
い
者
も
含

め
、
福
祉
に
関
心
の
あ
る
保
育

士
・
看
護
師
な
ど
若
い
人
を
中
心

に
夜
の
部
だ
け
で
活
動
し
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
夜
の
部
(
水
曜
)

昼
の
部
(
木
曜
)
そ
れ
ぞ
れ
週
1

回
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
初

代
j

m
代
の
幅
広
い
年
代
の
会

員
印
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

例
会
で
は
聞
こ
え
な
い
人
と
の

交
流
か
ら
手
話
を
学
び
、
手
話

を
通
じ
て
情
報
交
換
、
研
修
旅

行
、
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
、
料
理
講

習
会
な
ど
多
彩
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
ロ
月
に
は
江
別
聴
力

障
害
者
協
会
を
は
じ
め
、
手
話

に
関
わ
る
市
内

4
団
体
と
の
合

同
ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会
を
開
き
、

毎
年
1
0
0
人
を
超
え
る
人
が
、

手
話
劇
や
手
話
歌
で
交
流
の
輸

を
広
げ
て
い
ま
す
。

手
話
の
会
は
手
話
を
学
ぶ
だ

け
で
な
く
、
聞
こ
え
な
い
人
の
暮

ら
し
を
共
に
考
え
る
こ
と
で
、
会

員
自
身
が
社
会
の
仕
組
み
を
知

り
、
人
間
的
に
成
長
す
る
場
で

も
あ
り
ま
す
。

「
手
話
を
学
び
、
手
話
で
学
ぶ
」

を
合
言
葉
に
毎
週
、
笑
顔
と
手

話
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

今
年
は
刊
周
年
記
念
事
業

と
し
て
叩
月
幻
日
間
に
大
阪

在
住
の
「
手
話
落
語
家
デ
フ
一

福
(
い
つ
ぷ
く
)
氏
」
を
招
い
て
の

手
話
落
語
講
演
を
企
画
し
て
い

ま
す
。

的
年
間
た
く
さ
ん
の
先
輩
た

ち
の
「
手
」
で
育
く
ま
れ
た
こ
の
え

べ
っ
手
話
の
会
を
こ
れ
か
ら
も
更

に
大
き
く
育
て
、
次
へ
大
切
に
繋

い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(会

長

木

山

泰

悪

子

)



…言吋~事即日物~

風
の
子
文
庫

小
さ
怠
私
濫
図
書

風
の
強
い
大
麻
の
片
隅
に
風

に
負
け
な
い
元
気
な
子
ど
も
、
そ

の
上
に
読
書
を
好
き
に
な
る
子

J
も
に
と
願
っ
て
『
風
の
子
文
庫
』

を
昭
和
引
年
2
月
に
開
設
し
て

的
年
経
ち
ま
し
た
。

当
時
、
大
麻
は
新
し
く
作
ら

れ
た
住
宅
地
で
道
に
も
公
園
に

も
小
さ
な
子
ど
も
が
大
勢
走
り

回
っ
て
い
ま
し
た
。
丁
度
そ
の
こ

ろ
ポ
ス
ト
の
数
ほ
ど
子
ど
も
文
庫

を
、
と
い
う
子
ど
も
の
読
書
推
進

運
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
て
、
江

別
に
も
数
か
所
生
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
私
が
本
好
き
だ
っ
た
こ
と

と
、
心
強
い
協
力
者
に
恵
ま
れ
て

我
が
家
の
玄
関
先
の
六
畳
間
か

ら
絵
本
や
児
童
文
学
を
主
に
し

た
、
小
さ
な
小
さ
な
私
設
図
書

館
が
誕
生
し
ま
し
た
。

当
初
は
蔵
書
も
少
な
く
近
隣

の
方
々
か
ら
の
寄
贈
も
う
れ
し

い
こ
と
で
し
た
。
何
よ
り
も
嬉
し

い
こ
と
は
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が

集
ま
っ
て
き
た
こ
と
で
し
た
。
少

な
い
本
で
し
た
か
ら
予
約
制
に
し

て
皆
の
手
に
届
く
よ
う
に
と
苦

心
し
た
の
も
今
は
楽
し
い
思
い
出

で
す
。
そ
の
ほ
か
ペ
ザ
l
、
遠
足
、

夏
冬
の
お
楽
し
み
会
な
ど
は
今 か

ら
子
ど
も
の
賦

を

う

も
文
庫
の
楽
し
い
行
事
と
な
っ
て

い
ま
す
。

現
在
は
文
庫
の
母
の
会
(
日

人
)が
公
民
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

放
課
後
児
童
会
な
ど
で
読
み
聞

か
せ
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。も

ち
ろ
ん
今
も
『
風
の
子
文
庫
』

は
活
動
の
中
心
で
あ
り
、
居
心

地
の
良
い
場
と
し
て
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
幼
児
を
連
れ
た
お
母
さ
ん
た

ち
の
元
気
の
も
ら
え
る
と
こ
ろ
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
何
年
も
経

ち
ま
す
と
主
催
者
は
高
齢
者
と

な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
人
々

と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
仲
間

と
活
動
を
続
け
て
行
け
た
ら
幸

せ
で
す
。

(
代
表

虞

島

紀

恵

子
)

* fI thilω叫 す叫 ... I:JI附 *哩仙叫 す紅協ω く計 I 

(く吟ι吋ポートセニ勺ーえペつ)からのお知らせ

相践支援体制を強化 1
任意事業受託!家計相談支援事業を開始

生活困窮者自立支援法に基づ、く任意事業「家計相談支

援事業Jを江別市より受託しました。

家計収支の改善 ・家計管理能力の向上により、自立した

生活が定着できるようにお手伝いします。

砂家計相談支援事業とは 家計表などを活用し、家計収支に

関する課題の評価・分析を行うことで相談者の状況に応じた

i 支援プランを作成します。 l 

NPO法人さいわい成年後見センターが5

月14日(土)福祉センターで、市民向け成年

後見セミナー「くらしと成年後見~権利と財産

を守る、はじめの一歩~Jを開催しました。
セミナーでは、同法人森田弘之副理事長

から成年後見制度の「後見人の役割Jr申立

ての手続き方法や費用Jなど制度の内容に

ついてわかりやすく紹介されました。

また、社協から堀込主査が出席し、仕事や

健康のことなど複数の悩みごとを同時に抱え

るなど、生活全般にわたる総合的・包括的な

相談支援が必要な場合には、「くらしサポート

センターえべっJを中心とした社協の相談支

援事業が利用できることを説明しました。

相談支媛員が1人増えました

新規採用職員の本間孝輔を

新たに配置し、職員3人体制で

相談支援にあたります。

くらサボ情報発信!ブログはじめました

インターネットを活用した情報

発 信をするため、公式ブログ

「くらサポWEBJを開設しました。

ブログでは、センターのことや

関係機関の情報をお伝えして

います。「くらサポWEBJと検索

するか、社協のホームページでご覧いただけます。

@ 



悩んでいる方.の良き隣人として

社協登録ボランティア団体の相談員が

悩みごとをお聴きします。

なやみゼロ

ft3BB-7B3D 
官。腸~官5鴫相桜時間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

ε案
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む

法
人
や
個
人
の
方
々
な
ど
幅
広

く
加
入
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

活
動
中
の
自
身
の
ケ
ガ
及
び

他
人
の
物
を
壊
し
た
り
ケ
ガ
を

さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
損
害
賠
償

責
任
を
補
償
し
ま
す
。

関
盟
関
関
困

基
本
タ
イ
プ
と
天
災
タ
イ
プ
が

あ
り
ま
す
。
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
場
合
は
、
天
災
(
地

震
、
噴
火
ま
た
は
津
波
)
に
起
因

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
の
ケ
ガ

も
補
償
す
る
天
災
タ
イ
プ
プ
ラ

ン
が
適
し
て
い
ま
す
。

保険料(l名あたり)

プラン

補償内容-補償金額はホームペー

ジ(~ふくしの保険』で検索)や社協

備え付けのパンフレツ卜でご確認く

ださい。

b闘
年ハ 院E
っ申 齢a
員会 幽
31 ~ 
日 a

+翌

号日
ず竹

り

平

社
協

8
3
8
5
B
1
2
3
4

||中途失聴難聴者の会 fみみすくしDI
家族とのコミュニケーションがうまくいか
ない・・・聞こえが悪〈病院で図っている・.. 

~ひとりで悩んでいませんか?-

1
3
h
 

'
!
・

一
一
集
/

~
募
-

J

E

E

'

A

 

一4
E

」

「
み
み
ず
く
し
」
は
、
高
齢
や

病
気
な
ど
に
よ
り
、
人
生
の
途

中
で
耳
が
聞
こ
え
な
い
・
聞
こ
え

に
く
く
な
っ
た
人
た
ち
の
集
ま
り

で
す
。

日
常
生
活
の
不
安
や
悩
み
ご

と
を
、
同
じ
仲
間
と
一
緒
に
ふ

れ
あ
い
な
が
ら
お
話
し
ま
せ
ん

か
。
聞
こ
え
や
言
葉
に
自
信
が

な
く
と
も
全
く
心
配
あ
り
ま
せ

ん
。
必
要
に
応
じ
て
皆
で
補
い
合

い
ま
す
。
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
月

1
回
程
度
例
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。
会
費
は
月

3
0
0

円
で
す
。

興
味
や
関
心
の
あ
る
方
は
是

非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
多
く
の
皆

様
と
の
素
敵
な
出
会
い
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

V
お
問
合
せ

代

表

椎

野
(し
い
の
)

F
A
X

q
u
a
u可
E

，、I
R
u
q
u
n
J』

紙・事務用品 ・オフィス家具
OA機器・学校教材

(有)
江別市高砂町 10番地(市役所横〉

電話(側382・2553・FAX385-7878

@ 
|クールビズ! 省エネルギー対策の一環として、社協職員は夏季に軽装で業務に従事しています。・期間は6月1日か

ら9月30日まで。ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。



V
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
イ
ベ
ン
ト
の

益
金
・
売
上
な
ど

船
木
建
設
側

1
0
0，
0
0
0
円、

江
別
ミ
ニ
バ
レ
|
協
会

2
o
，
0
0

0
円
、
北
都
プ
ロ
レ
ス

2
7
，
3
4

8
円
、
草
野
作
工
側

2
2
1
，
9

5
0円

一
般
寄
付
金

V
趣
旨
に
賛
同
し
て

佐
保
寛
志

1
0，
0
0
0
円
、
菅

原
轟
知
子

5
，
0
0
0
円
、
佐
藤

勝
美

1
0
0
円、

N
P
O法
人
江

別
あ
す
か
福
祉
会

2
，
3
0
1
円、

歌
謡
サ
ー
ク
ル
き
ず
な

1
5，
0

0
0
円
、
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
同
好
会

3
，
0
0
0
円
、
ス
ズ
ラ
ン
ダ
ン
ス
同

好
会

3
，
0
0
0
円
、
ハ
マ
ナ
ス
ダ

ン
ス
同
好
会

3
，
0
0
0
円
、
江
別

市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
福
利
厚

生
会

6
3，
4
6
5
円
、
匿
名

2

件

5
，
6
0
0円

V
障
が
い
者
福
祉
の
た
め

側
秀
農
業
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

5
0，
0
0
0
円

V
一
じ
録
募
金

江
別
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
女

性
部

3
0
0，
0
0
0円

一
「
福
証
機
器
の
購
入
費
用
に
」

一

一

江
別
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

一

一(
阿
部
実
会
長
)
で
は
、
女
性
部
(
大
一

一
谷
洋
子
部
長
一
写
真
左
)
を
中
心
に
一

一ご
縁
募
金
を
実
施
し
ま
し
た
。
-

一
社
協
で
は
こ
の
寄
付
金
で
電
動
べ
一

一ッ
ド
1
台
・
高
齢
者
疑
似
体
験
教
一

一
材
キ
ツ
ズ
セ
ッ
ト
5
セ
ッ
ト
を
購
入
一

一し
、
市
民
や
学
校
に
貸
出
を
し
て
い

一

一

ま

す

。

一

平
成
お
年
熊
本
地
震
義
握
盆

南
部
文
雄

1
0，
0
0
0
円
、
安

藤
克
己

1
o
，
0
0
0
円
、
堂
田

公
子

3
，
0
0
0
円
、
森
晃

5
，

8
9
2
円
、
点
字
ろ
く
の
会

1
0

0
，
0
0
0
円
、
佐
々
木
貞
雄

2

o
，
0
0
0
円、

N
P
O
法
人
江
別

あ
す
か
福
祉
会

2
，
3
0
2
円、

東
野
幌
本
町
第
一
自
治
会

1
0

0
，
0
0
0
円
、
菅
原
轟
知
子

2
，

0
0
0
円
、
東

義
久

1
，
o
o
o

円
、
野
幌
末
広
町
第
二
自
治
会

2
0，
0
0
0
円
、
江
別
市
文
化
協

会
合
唱
ブ
ロ
ッ
ク

7
5
，
7
7
5
円、

工
藤
多
希
子

5
，
0
0
0
円
、
湯

浅
園
勝

1
，
0
0
0
円
、
有
限
会

社
み
ら
い
代
表
取
締
役
山
田
孝
男

1
0，
0
0
0
円、

江
別
市
女
性
団

体
協
議
会

2
，
6
5
3
円
、
匿
名

3
件

3
，
3
3
0円

共
同
募
金
委
員
会
に
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
義
援
金
は
、
全
額
を
送
金
し
、
熊

本
県
に
設
置
さ
れ
た
「
義
援
金
配
分
委

員
会
」
を
通
じ
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
へ

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

⑨
曜
日

@
j⑪
曜
日

※
月
曜
日
が
祝
日
の
日
は
、
休
館
し

ま
す
。
火

1
日
曜
日
は
、
祝
日

も
開
館
し
て
い
ま
す
。

9
時

i
w時

9
時

i
m時

砂 7月 14日(木)"-'19日
(火)は、江別ふれあい福祉

の広場開催のため貸室は行

っていません。

砂 9月 19日(月)は、 終日

休館です。

7月"'9月休館日

改
修
工
事
の
お
知
ら
せ

ヘ

ヲ

総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ

〆

で

ー

で
は
、

8
1
ロ

月

の

期
間
に
会
議
室

4
号
(
旧
交
流
室
)

内
部
改
修
の
ほ
か
、
電
気
設
備
な

ど
の
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
会
議
室

4
号
の
内
部
改

修
工
事
の
際
は
同
室
の
利
用
が

出
来
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
騒

音
な
ど
で
貸
室
に
影
響
が
生
じ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
利
用
者
な
ら
び
に
地
域
住

民
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

のタ d国 I福
是活 La:.II I祉
尭警巨日 7I団
ご葺I(日)月 |体
覧をでの 17I施
(展福期日 |設

E示詰問(日)I写
し:基体福か ;真

・祉 、|展
て施 や り|開

設:)24 I催

(
敬
称
略
・順
不
同
)

【理

事

】
平
成
初
年
2
月
幻
自
ま
で

伊
藤
和
子
(
江
別
市
赤
十
字
奉
仕
団
)
、

木

村

誠

(江
別
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連

合
会
)
、
本
多
俊
介
(
江
別
市
健
康

福
祉
部
)

【評
議
員
】
平
成
初
年
2
月
目
白
ま
で

堀
田
佐
智
子
(江
別
市
赤
十
字
奉
仕
団
)

間
四
江
別
駅
周
辺
地
区
土
地
利

用
検
討
委
員
会
、
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
例
会
、
江
別
更
生
保
護

女
性
会
東
日
本
大
震
災
被
災
地
復

興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
合
唱
、
江
別
駅

周
辺
地
区
土
地
利
用
検
討
委
員
会

報
告
書
手
交
式
、
江
別
ミ
ニ
バ
レ
ー

協
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
大
会
(
基
金
へ
の

寄
付
金
受
領
)

阿
国
江
別
市
遺
族
会
総
会
、
江

別
あ
す
か
福
祉
会
総
会
、
江
別
更

生
保
護
女
性
会
総
会
、
江
別
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
総
会
、
江
別
市
高

齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
、
江
別

市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
絡
協
議

会
総
会
、
江
別
認
知
症
の
人
の
家

族
を
支
え
る
会
総
会
、
緑
の
羽
根

街
頭
募
金

問

団

江

別
青
年
会
議
所
「
創
立

桁
周
年
記
念
式
典
・祝
賀
会
」
、
江

別
市
母
子
会
総
会
、

江
別
市
民
憲

章
推
進
協
議
会
常
任
委
員
会
・
総

会
、
江
別
地
区
保
護
司
会
情
報
交

換
会
、
北
海
道
民
間
社
会
福
祉
事

業
職
員
共
済
会
理
事
会
、
江
別
市

都
市
提
携
委
員
会
、
江
別
市
交
通

安
全
推
進
委
員
会
役
員
会
・
総
会
、

江
別
商
工
会
議
所
通
常
議
員
総
会

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
、

江
別
工
業
団
地

協
同
組
合
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
、

江
別

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
総
会
、
江

別
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
市
民
植

樹
、
江
別
地
区
暴
力
追
放
運
動
推

進
協
議
会
総
会

・
懇
親
会

個人や法人の社協への会費 ・寄付金及び共同募金寄付金は、法令などで定める要件に該当した場合、法

人税・所得税・個人住民税の優遇(軽減)措置があります。

社協会費納入者は、年度分をまとめて7月号で掲載します。(今号は27年度寄付者を掲載)@ 



考会 -・ ICJ?"宣霊霊童~
向ケ丘自治会は今年で50周年を迎えま

すが、それとともに世帯の高齢化も進んでい

るようです。

そんな状況の中、地域の高齢者とのふれ

あい交流事業は大切であり、「敬老の集い」

をはじめ5事業に取り組んでいます。

平成26年度からは、日帰り温泉旅行を実施し、 目的地にある資料館の視察やパークゴルフを行い、そして温泉に

入り、 日ごろ孤独になりがちな高齢者の方々との交流を行っています。

平成26年度は新十津川温泉、 平成27年度は栗山温泉、さて今年は・・・役員一向、思案中です。

[江別市ボランティア団体連絡会:総主主マ1年閣のボラニ手ィ?活動零時を報苦

6月1日(水)、江別市ボランティア団体連絡会が総会を

開催しました。加入52団体中35団体60人のボランティア

が参加し、平成27年度の事業報告 ・平成28年度事業計

画を協議しました。

総会では、事務局から「この1年間で新規に7団体が加

入したことJや「全体的にボランティア依頼数が増加し、中で

も個人宅での傾聴ボランティアの依頼件数が増加してい

るJなどの報告がありました。また、 今後の活動については

「最近、複数の病院からボランティア協力要請があったJと
新たなニーズへの協力を呼びかけました。

総会終了後は、江別市保健センター主査竹内由香氏を講師に招き「自分でできるメンタルヘルスケア」をテーマに

講演が行われ、日頃から自分のこころの状態に注意を向け、ケアをしていくことの大切さやストレス解消のための対処

法を学びました。

編
集
後
記

大
自
然
の
驚
異
を
感
じ
る
出
来

事
が
起
こ
り
、
い
ま
だ
に
人
々
に

不
安
を
与
え
て
い
る
熊
本
地
震
。

江
別
に
住
ん
で
い
る
私
た
ち
も

人
ご
と
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

日
本

中
い
た

る
と
こ
ろ
に
走
っ
て
い
る

活
断
層
。
災
害
が
起

こ
っ
た
時
、

ど
う
動
い
た
ら
よ
い
の
か
?
「
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
日
頃
か
ら

災
害
に
対
す
る
心
の
準
備
、
家
族

と
の
約
束
、
そ
し
て
地
域
で
行
わ

れ
る
避
難
訓
練
な
ど
に
積
極
的
に

参
加
し
、
正
確
な
情
報
を
把
握
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
今
回
は
平
成
幻
年
度
事

業
報
告
、
決
算
報
告
、
活
動
の
節

目
を
迎
え
た
福
祉
団
体
の
紹
介
な

ど
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
こ
の

7
月
に
は
「
江
別

ふ
れ
あ
い
福
祉

の
広
場
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
多
く
の

方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
親
し
み

の
あ
る
、
そ
し
て
気
軽
に
来
ら
れ

る
社
協
に

と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

広
報
編
集
委
員
会
副
委
員
長

三
橋

満

和

子



l平成2'18隼康江則前祉会福祉協議会;噂守町

への!と協カを""¥J

社協は「暮らしの安心を支える地域福祉Jを目指し、市民

の皆様をはじめ、福祉団体・施設、行政などと協働して福祉

活動を進めています。

この活動を支えているのが会員制度で、皆様から会員に

なっていただき納入していただくのが会費です。会費は、地

域の福祉活動への支援やボランティア活動推進など、様々な

福祉課題に対応 していく貴重な財源になっています。

毎年7月中旬頃に、一般会費は各自治会様へ、施設・団体・

特別会費は各会員の皆様に納入のお願いをしています。

ー般会費

自治会を通じて

ご協力いただいています

1世帯年額300円

臆設会費・団体会費

福祉施設 ・ボランティア団体

-福祉団体などです

定員数・会員数によって
会費額が異なります

お願いします。

~，句協

特別会費

社協活動に賛同をいただいた

個人 ・事業所です

年額1口 1.000円以上

会員会費は、このような事業に活用させていただいています

地域福祉に関する課題把握、

情報提供や栂談支援体制の整備

・社協だより「幸せな社会J発行事業
.ホームページ運営事業

.ボランティアによる相談事業

市民参加で進める地域での

生活支援や交流活動の促進

.愛のふれあい交流事業
・江別ふれあい福祉の広場開催事業
・地域福祉活動者研修会開催事業

ボランティア活動で進める

福祉の環境づくり

.ボランティア活動に対する交通費の助成
。ボランティア団体への活動費の助成
4砂ボランティア活動に関する養成・研修事業

自立した生活を支援する

福祉サービスの提供

・除雪派遣サービス事業
.'えべっ雪の処理情報誌J作成事業



(
平
成
幻
年
4
月
1
日
i
平
成
問
年

3
月
引
日
敬
称
略
・
順
不
同
)

平
成
幻
年
度
は
、
会
員
の
皆
様
か

ら
1
2，
9
8
4
，
2
0
0
円
を
納
入

い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

-
世
帯
会
費

1
5
8自
治
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、

3

8
，
2
8
4世
帯
か
ら

1
1，
1
8
1，

2
0
0円
納
入

-
施
設
会
費

〔

1
0，
0
0
0円〕

恵
明
圏
、
愛
保
育
園
、
静
苑
ホ
ー
ム
、
友

愛
ナ
|
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
、
は
る
に
れ
、
大
麻

保
育
園
、
老
健
の
つ
ぼ
ろ
、
ケ
ア
パ
ー
ク
そ

よ
風
、
葵
の
圏
・江
別
、
み
ど
り
保
育
園

〔

7
，
0
0
0
円〕

夢
あ
か
り
、
誠
染
保
育
園
、
え
べ
っ
明
友

荘
、
ひ
だ
ま
り
大
麻
、
わ
か
ぱ
保
育
園
、

あ
か
し
ゃ
保
育
園
、
江
別
緑
志
苑
、
ハ
ビ

タ
ッ
ト
の
っ
ぽ
ろ
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
ぞ
み
、
ケ

ア
ハ
ウ
ス
ゅ
う
あ
い
、
誠
志
苑
、
英
寿
会

〔

5
，
0
0
0
円〕

こ
ま
ど
り
児
童
会
、
夢
ふ
う
せ
ん
飛
鳥
山
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
な
か
ま
ど
大
麻
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
そ
る
ぷ
す
豊
幌
、
ト
l
ア

い
こ
い
の
杜
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
北
海
ハ
ウ
ス
み
ず
ほ
館
、
ク
マ
さ

ん
の
レ
ン
ガ
の
家
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
、
グ
ル

ー
プ
ホ

l
ム
冬
桜
、
え
べ
っ
デ
イ
サ
ポ
ー
ト

ニ
ル
シ
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

事
業
所
ゆ
め
み
の
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ゆ

め
み
の
、
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
東
光
、
生

活
介
護
事
業
所
な
で
し
こ
、
な
な
か
ま
ど
、

さ
ぽ
ー
と
セ
ン
タ
ー
こ
ね
く
と
、
あ
る
て
の

社
、
鮒
ヒ
ュ
ー
マ
ン
リ
ン
ク

合
計

2
6
9，
0
0
0円

-
団
体
会
費

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
》

〔

5
，
0
0
0円〕

ナ
ル
ク
江
別
、
江
別
市
赤
十
字
奉
仕
団

大
麻
分
団
、
江
別
市
女
性
団
体
協
議
会
、

あ
じ
さ
い
会
、
え
べ
っ
手
話
の
会
、
芸
能
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ー
ク
ル
「
ツ
イ
ン
ク
ル
」
、
あ

じ
さ
い
亭

〔

4
，
0
0
0
円〕

江
別
市
芸
能
赤
十
字
奉
仕
団
、
江
別
市

赤
十
字
奉
仕
団
野
幌
分
団
、
江
別
認
知

症
の
人
の
家
族
を
支
え
る
会
、
江
別
更
生

保
護
女
性
会
、
点
字
ろ
く
の
会
、
江
別
市

赤
十
字
奉
仕
団
江
別
分
団
、
ま
ち
の
灯
、

江
別
市
水
上
安
全
赤
十
字
奉
仕
団

〔

3
，
0
0
0
円〕

大
正
琴
サ
ー
ク
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
長
生
民

謡
会
、
お
で
か
け
隊
、
江
別
S
D
・
-
の
会
、

大
麻
手
話
の
会
、
札
幌
斎
藤
支
部
門
人

会
大
麻
千
鳥
会
、
新
響
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
す
か
会
、
江
別

市
家
庭
問
題
研
究
会
、
手
話
歌
「
あ
や
と

り
」
、
杜
の
台
コ
ー
ラ
ス
、
江
別
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
協
会
、
た
す
け
あ
い
サ
ー
ク
ル
ょ
っ

ぱ
会
、
江
別
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議

会
、
大
麻
ぺ
|
ネ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
に
こ
に
こ

一
座
、
さ
い
わ
い
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
、

江
別
市
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
、
親
子
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
笑
顔
の
お
届
け
」
、
指
定
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
る
ケ
ア
サ
ー
ビ

ス
、
風
の
子
文
庫
、
ケ
ア
ふ
る
、
愛
郷
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会
、
お
は
な
し
な
あ
に

〔

2
，
0
0
0
円〕

ふ
れ
あ
い
バ
ン
ド
、

S
G
U江
別

B
B
S会、

江
別
骨
髄
パ
ン
ク
を
応
援
す
る
会
、
音
楽

療
法
研
究
会
た
ん
ぽ
ぽ
、
え
べ
っ
キ
|
ハ
ー

プ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
ぷ

ら
す

O
N
E、
江
別
家
庭
生
活
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
グ
ル
ー
プ
、
酪
農
学
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ク
ラ
ブ

《
福
祉
団
体
》

〔

3
，
0
0
0
円〕

野
幌
地
区
女
性
団
体
協
議
会
、
江
別
市

立
病
院
あ
す
か
家
族
会
、
江
別
地
区
こ

と
ば
を
育
て
る
親
の
会
、
江
別
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
、
江
別
市
母
子
会
、
江
別

市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
江
別
市
遺

族
会
、
江
別
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
、
江
別
あ
す
か
福
祉
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
カ
フ
ェ
笑
く
ぽ
、
い
け
ま
ぜ
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
、
精
神
障
害
者
の
会
江
別
空
色
ク
ラ

ブ
、
ス
マ
イ
ル
キ
ツ
ズ
、
江
別
視
覚
障
害
者

福
祉
協
会
、
江
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
、
江
別
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連

絡
協
議
会
、
江
別
地
区
暴
力
追
放
運
動

推
進
協
議
会
、
江
別
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
、
生
命
の
貯
蓄
体
操
普
及
会
江
別
支

部
、
江
別
地
区
保
護
司
会
、
グ
・
チ
ヨ
キ
・

パ
、
江
別
市
英
霊
顕
彰
会
、
江
別
断
酒
会
、

合
唱
団
え
ぽ
あ
、
北
海
道
手
話
通
訳
問

題
研
究
会
道
央
支
部
江
別
班
、

3
B体

操
江
別
サ
ー
ク
ル
、
札
幌
年
金
受
給
者

協
会
江
別
支
部
、
江
別
福
祉
ダ
ン
ス
カ
ト

レ
ア
会
、
道
教
職

E
助
会
中
央
石
狩
支

部
、
江
別
市
共
同
募
金
委
員
会
、
江
別

聴
力
障
害
者
協
会
、
え
べ
っ
協
働
ね
っ
と

わ
|
く
、
江
別
地
媛
ケ
ア
連
絡
会
、
え
べ

っ
共
助
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

合
計

2
5
7，
0
0
0円

-
特
別
会
費

〔

4
9，
0
0
0
円〕

野
幌
北
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

〔

3
8，
0
0
0
円〕

野
幌
南
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

〔

3
o，
0
0
0円〕

片
山
内
科
胃
腸
科
医
院

〔

2
5
，
0
0
0円〕

江
別
東
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

〔

2
2，
0
0
0円〕

大
麻
東
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

大
麻
西
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

〔

2
1，
o
o
o円〕

江
別
南
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

〔

2
o，
0
0
0円〕

江
別
市
金
融
協
会
、
側
ペ
ル
ッ
ク
ス
、
江

別
北
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

〔

1
9，
0
0
0円〕

江
別
西
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

〔

1
5，
0
0
0円〕

王
子
エ
フ
テ
ッ
ク
ス
樹
江
別
工
場
、
文
京

台
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

〔

1
o，
0
0
0円〕

佐
々
木
貞
雄
、
大
泉
和
夫
、
岡
あ
お
い
、

青
木
工
業
側
、
倒
今
弁
、
江
別
医
師
会
、

江
別
商
工
会
議
所
、
江
別
製
粉
側
、
草

野
作
工
側
、
札
幌
信
用
金
庫
江
別
支
庖
、

岡
サ
ト
ウ
、
協
和
八
光
建
設
側
、
清
光
建

設
側
、
同
豊
栄
、
嗣
豊
栄
不
動
産
、
北
洋

建
設
側
、
北
海
鋼
機
側
、
岡
町
村
農
場
、

江
別
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
江
別
ハ
イ
ヤ
ー

側
、
建
成
興
業
側
、
側
久
保
、
匿
名

〔

5
，
0
0
0
円〕

湯
浅
国
勝
、
安
達
章
、
森
登
、
佐
藤
功
、

久
保
新
治
、
森
田
正
夫
、
横
山
真
、
角
谷

興
産
側
、
武
田
建
設
工
業
側
、
道
央
農

業
協
同
組
合
江
別
支
所
、
野
幌
病
院
、

船
木
建
設
側
、
丸
彦
渡
辺
建
設
側
、
江

別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
樹
原
始
林
観
光
、

谷
江
産
業
側
、
北
海
煉
五
側
、
王
子
鯨

岡
製
袋
側
、
岸
本
ふ
と
ん
庖

〔

3
，
0
0
0
円〕

田
中
孝
一

、
大
木
永
司
、
高
沢
時
雄
、
永

倉
道
郎
、
古
川
晃
、
細
田
雄
治
、
密
山
征

雄
、
金
田
敏
雄
、
五
十
嵐
幸
江
、
浦
島
忠

勝
、
佐
藤
泉
明
、
工
藤
多
希
子
、
北
口
彰
、

佐
保
寛
志
、
堀
田
佐
智
子
、
加
藤
美
佐

子
、
渡
辺
京
子
、
中
川
雅
志
、
小
笠
原
保
、

高
橋
信
行
、
阿
部
実
、
弁
須
清
治
、
と
が

し
小
児
科
、
側
な
が
か
み
、
と
だ
て
歯
科

医
院

〔

2
，
0
0
0
円〕

秋
元
平
三
、
岡
村
武
夫
、
笠
原
美
代
、

釜
谷
幸
一
、
小
松
千
秋
、
阪
本
テ
ル
子
、

竹
内
洋
子
、
忠
岡
公
恵
、
平
出
澄
子
、
工

藤
祐
三
一、
大
角
恭
子
、
高
橋
淑
、
伊
藤
和

子
、
古
川
淳
子
、
佐
藤
レ
イ
子
、
畑
和

子
、
玉
谷
一
二
、
茅
花
満
津
美
、
田
原
久

美
子
、
川
口
紀
子
、
荘
司
和
子
、
沼
図
幸

枝
、
坂
倉
二
二
夫
、
谷
藤
病
院
、
側
ヱ
ネ

サ
ン
ス
北
海
道
中
央
支
底

〔

1
，
0
0
0
円〕

菊
地
恵
美
子
、
大
石
文
雄
、
笠
羽
範
夫
、

金
井
征
子
、
金
井
勝
昭
、
樺
沢
宏
、
北
城

鉄
雄
、
野
地
紀
代
、
松
岡
ひ
と
み
、
鈴
名

悦
子
、
白
石
幸
八
、
鳴
海
征
夫
、
真
島
紀

恵
子
、
坂
倉
純
子
、
松
井
秀
子
、
渡
部
孝

晴
、
田
中
英
好
、
村
瀬
備
、
小
林
浩
昭
、

挽
地
貴
司
、
川
口
圭
太
、
長
原
登
志
子
、

深
瀬
被
一
、
高
田
未
雄
、
千
葉
清
、
小
野

ひ
ろ
み
、
吉
川
敬
造
、
堀
込
岳
満
、

中
橋

憲
昭
、
村
山
清
費
、
義
達
伊
都
子
、
相
田

サ
ト
、
小
林
正
枝
、
飯
田
智
、
阿
部
晃
治
、

野
幌
煉
瓦
陶
管
側
、
側
野
村
仏
纏
庖

〔
江
別
市
役
所
職
員
〕

3
2
8人
か
ら

4
7
2，
0
0
0円

合
計

1
.
2
7
7，
0
0
0円

お
名
前
に
誤
字
、
脱
字
が
あ
り
ま
し
た
と
き

…
は
、
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

北海道内
社会福祉協議会
イメージ、キャラクター

~~鏑ぬ



同
凹

ハ
川
門
町
u

n引
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償
問
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大日時 平成28年7月17日(日)10時より女場所江別市総合社会福祉センター(鯛14-87)

勢線ci)掠が発吋._/

江別市芸能赤十字奉仕団のご協力によ

り『演芸大会』を実施します。

JAt 勢tクらも値b患のYJjJ;盛ßD躍~~~.... ~.~ ... 
小 「野外ステージ」

。プログラム・
福~センター2F 大広間 13:00 より

が露寵、ご家藤窓是事Tfll
福祉団体ならではの『点字体験Jr福祉

機器展示』コーナーを実施しています。

(プア・カラウヌ・フラスタラオ)

(フラサークルティアレ)

11:00 *ハワイアンフラ

(手話歌あやとり)歌言語11:30 *手

(北海道手話通訳問題研究会)11:45食ミニ手話講座

議為号憲懇(0~容す。
お子様向けに「おはなし会」の開催や『お

もちゃ図書館jの展示を行っています。

12:10 *社会福祉功労者顕彰

*赤い羽根助成金交付式

(江別見晴台鼓楽会豊太鼓)13:20 *豊太鼓演武

稲屍コーナー宅)，.るd:1

「パザーコーナー』では日用品や趣向を
凝ちした手作り晶などを販売していま
す。野外では『ピアガーデン』ち出底し
ています。

(北海道中国武術倶楽部)

(北光保育園&野幌季節保育所)

(ふぞろいな輪ごたち)

(社会福祉法人えべっ幸誠会明遊神)

(江別まつことええ&北海道憤報大学)

13:40女太極拳演武

14:00女よさこい演舞

自
家
用
車
で
お
越
し
の
方
は
「江
別
保
健
所」

「
旧
江
別
高
校
跡
地
」
の
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。



平成28'7~168(:t:) ~~:- 江則市東野鳴体育館 (鰯腕28-23 )

怒ら号~D今

令官~fQì母

谷戸I~.&、、レ、

可VミS~I'~
"，--'19:. 

e令"" 千

q除九9~
~匂。

、，。隠取り

tf-<i 

* 飛び入り参加大歓迎です! 女

※当日、参加される方はよ靴を持参してください。

江別ふれあい福祉の広場・スポーツレクリエーション

に関するお問い合わせは・.. 

江 別 市 社 会 福 祉 協 議 会

連絡先 385-1234 …まで


